ｆ	友人、福永優太の頭の中と机の中
						久奈瀬幸司

　間延びしたチャイムの音が授業の終わりを告げる。黒板に古文を書いていた教師は手を止め、「今日はここまで」と小さく告げるとそそくさと教室を後にした。古文は今日の最後の授業なので残るはホームルームのみである。教室には一日のお勤めをやり遂げたかのような安堵感とくだらない雑談とが広がっており、その少し浮ついた空気の中で各々帰り支度を進めていた。俺も、机に並ぶ参考書やノートをカバンに仕舞い、帰り支度を整える。そして、担任の教師が教室に入ってきて、ホームルームが始まった。担任の教師は普段と変わらず簡単な連絡事項を伝えると、
「中間テストまでもう一週間を切りました。やばいと思う人は友達にノートを見せてもらうなりしてしっかり勉強するように」
　そう言ってホームルームを終わらせた。

　同じクラスの福永が話しかけてきたのは、ちょうど帰ろうとして、席から立ち上がったところだった。
「ねえ秋山君、僕の数学のノートを一緒に探してもらえないかな？」
「なんだよ急に。無くしたのか？」
　俺が聞き返すと、福永は困ったように笑いながら、
「実は盗まれたみたいなんだ」
　と、小さく答えた。
　福永は小学生からの友達で、今でも家族ぐるみのつきあいが続いている。昔から頭が良く、現にこのクラスでもテストの度に一位をとっており、先生からの信頼も厚い。しかし、福永のいいところはそんな頭の良さなどではなく、彼の持つ優しさだと俺は思っている。
「盗まれたってどうして分かるんだよ？」
俺は疑問に思い聞いた。
「うん、今日数学の授業があったでしょ？　その時にはしっかりあったんだ。その後はずっと机の中に入れっぱなしにしてたから、見つからないはず無いんだけど……」
「それが見つからないわけだな？」
「うん、そうなんだ」
　福永は力なく答えた。俺は席に座り直すとどうするかを思案した。正直、福永の話だけでは盗まれたかどうかはっきりしない。本人が気づいてないだけで、どこかに落とした可能性もあり得る。
「とりあえず、クラスに残ってる奴らにも話して、一緒に探してもらおう。もしかしたら、その辺に落ちてるかもしれないしな」
　俺は福永にそう提案した。福永は笑顔になると、
「そうだね。頼むよ名探偵」
　と言った。
「なんだそれは？」
俺は意味が分からず聞き返した。
「秋山君はよく、推理モノの小説とか読んでるでしょ？　だから、バシッと解決してくれるんじゃないかと思って」
「できるか、あほ」
　こいつは頭がいいくせに、たまに訳のわからないことを言う。
　教室をざっと見渡すと数人クラスメイトが残っていた。俺はみんなに聞こえるように少し大きな声で呼びかけた。
「なぁ、みんな。福永の数学のノートがなくなったらしい。誰か心当たりあるやついるか？」
　誰も返答しなかった。どうやら心当たりがある人はいないらしい。
「そうか。じゃあ時間あるやつは探すの少し手伝ってくれないか？」
　俺はもう一度呼びかけた。何人かはうなずいている。どの辺りを探すかを提案しようとしたところ、大きな声がそれを遮った。
「ふざけんな。俺は帰る」
　声の主は神谷だった。言うと同時に立ち上がり、ドアの方に向かって歩き出した。神谷の腰に付いているチェーンのアクセサリーがじゃらじゃらと音を立てる。
「ちょっとまてよ。お前いつもテスト前に福永にノート見せてもらってるだろ。少しぐらい手伝えよ」
　人数が多い方が見つかる可能性も高くなる。なるべくなら多くの人に残ってもらいたかった。
「今回は見せてもらうつもりはねーよ。だから探すつもりもねぇ。毎回見せてくれることには感謝してるが、いちいちうるさくてめんどくせぇんだよ」
　神谷はテスト前などによく福永にノートを見せてもらっていた。もちろん秋山はいやな顔一つせず神谷にノートを見せている。ただその際、福永は神谷に自力での学習がいかに大切かを諭していた。福永は自力でノートをとることがどれだけ役に立つのかという話から、将来をも踏まえた話まで神谷にするのである。無論それは福永の優しさからくるものだが、神谷にしてみればただうるさいだけだったのだろう。
神谷は俺の制止には耳を貸さず、教室を出て行った。そして、「今日はちょっと忙しいんだよね。ごめんね」と言い残し神谷を追うように数人出て行った。
最終的に教室に残ったのは俺と福永、そして池澤、木村、安川さんの五人だった。
「で、いったいどこを探すのさ？　見当くらいはついてるんだよね？」
　最初に口を開いたのは池澤だった。池澤はいわゆる秀才タイプで頭が良かった。福永がいつもクラスで一番の成績を修めて、池澤が二番目というのがこのクラスの常であった。ただ、あまり社交的でなくクラスのやつらと仲良くしてるところを俺は見たことがない。また、少し人を見下すような態度をとるのも周りから好まれない原因だった。
「まさか、学校全体を隈なく捜すなんて非効率的かつ、非論理的なことするつもりじゃないよね」
　池澤が続けた。誰もそんなこと考えてない。
　俺は福永のノートが盗まれた可能性について話すことにした。福永がずっと机に入れておいたと言う以上、ノートを失くしたという可能性は低い。それに、池澤の言うとおり普通に探すのは極めて困難だ。なので、盗まれたという前提のもとで話しをして少しでも情報が得られればいいと考えた。まぁ、そもそも盗まれていたとしたら現行犯でもないので、犯人の特定やノートの発見は難しいのだが。
「さっきはノートを失くしたと言ったが、実は盗まれた可能性がある」
　俺は単刀直入に告げた。福永は一瞬驚いた顔でこちらを見たが、すぐみんなの方に向き直った。
「それは、どういうことですか？」
　安川さんが胸を抱えるようにしながら聞き返してきた。窃盗なんて信じられないという顔をしている。俺は、福永が机にノートを入れっぱなしにしており、数学の時間以外出していないことを話した。
「そうですか。でも誰が盗んだんでしょうか……私にはそんなことする人がいるなんて到底思えないです。何のために……」
　安川さんは頭を軽く俯ける。彼女のかけている大きめの丸い眼鏡が少しずれた。その時、今まで黙っていた木村が口を開いた。
「神谷が盗んだんじゃないのか？」
　一瞬、教室内が静まり返った。グラウンドから、部活動にいそしむ生徒の掛け声が聞こえた。蝉の声もうるさいくらいに聞こえている。窓から差し込む日の光は濃い赤を帯び始めていた。ここにいる誰もが、神谷を強く疑ったのかもしれない。
　確かにそう考えられなくもない。時間が無くて探せないのなら、そう言って帰ればいい。しかし、あのとき神谷は何故か機嫌が悪くなり、悪態をついて教室を出て行った。怪しくないと言えば嘘になる。もともと口は悪いが、あの場であそこまで強く拒否する理由もないはずだ。だが……、
「神谷が盗んだとは考えにくい。盗まれたとしたら、時間は限られてる。それは五時間目の英語の時間だけだ」
　俺は自分の考えをはっきりと口にした。五時間目の英語は習熟度別にAとBの二つのクラスに別れる。そして、それぞれが別の教室で授業するのである。他の授業は自分たちのクラスでやるので盗まれるようなことはない。もちろん昼休みなどは教室内はクラスメイトで溢れかえっているので、福永の机に中をあさったりしたらすぐばれる。つまり、教室に誰もいなくなるのは五時間目の英語だけであり、盗まれたとしたらこの時間の間ということになる。
「五時間目の英語は神谷と俺は同じクラスだけど、特に遅れて来たり、途中で抜け出すようなことはなかった。だから、神谷が犯人とは考えにくい」
　俺はそう断言した。ちなみに、この考え方からいくと俺の方のAクラスは誰一人怪しい奴はいない。つまり、このクラスの奴が犯人ならもう一つのBクラスの奴と言うことになる。まぁ、別のクラスの誰かという線も十分考えられるが、その場合はもうお手上げだ。
「そっちのクラスはどうだったんだ？　誰か途中で抜けたりしたか？」
　俺は福永に尋ねた。福永、池澤、木村、安川さんはBクラスだ。
「確か途中で池澤君が抜けたけど……」
「それはトイレに行っただけだ。そんなことで疑われるのは心外だな」
「ごめん……」
福永はすぐに謝った。別に疑った訳ではないのに、何もそこまで言う必要はないだろう。
「いや、池澤はトイレには行ってないよ。正確には、トイレに行っただけじゃないはずだ」
木村が口を挟んだ。
「俺も池澤が席を立った後すぐに、トイレに行くために教室を出たんだけど、池澤はトイレを素通りしたぞ。その後どこに向かったかは知らないけど、方角的にはこの教室の方だよ」
　みんなが池澤の方を向いた。池澤は顔色一つ変えずに答えた。
「あぁ、それは忘れ物を取りに教室に戻っただけだよ。その後トイレに寄ってクラスに戻ったんだ」
「時間はいつぐらいだ？」
　俺は木村に尋ねた。
「細かい時間は憶えてないけど、授業の後半の方だったよ。授業開始早々にトイレに行くことはないから」
福永もうなずいている。俺は池澤に問いただした。
「何で後半になって忘れ物を取りに戻るんだ？　忘れ物を取りに行くなら、普通は授業の前半のうちに取りに戻ると思うが」
さらに安川さんが口を挟むようにして告げた。
「私、池澤君の近くの席だったから覚えてるけど、机には教科書もノートもあったから、たぶん忘れ物はしてないんじゃないかな……」
　語尾の方は消え入るような声だった。おそらく、池澤を責めているようで気が引けたのだろう。
池澤に視線が集まった。その場にいた全員が池澤の答え待っている。池澤はすぐには答えなかった。少し視線を下に向け、見えない何かを見ているようだった。一分にも満たないほどの静寂の後、池澤は不機嫌を隠そうともせず喚き散らした。
「わかったよ。みんな僕が盗んだと思ってるんだな。なら、確固たる証拠を見せてみろ。僕が盗んだ時の記録を。僕が盗んだ現物を。そんな推論だらけの推理で犯人にされてたまるか！」
　そう言うと、自分の机の上にかばんの中身をぶちまけた。
「僕が盗んだんなら、僕がそのノートを持ってるはずだ。探してみろ」
　池澤は肩で息をしながらこちらを睨んでいた。安川さんはすっかり怯えてしまい、びくびくしながら俯いている。少しの間、誰も何も言わなかった。しかし、俺は言わなければならなかった。まだ、池澤が犯人である可能性が残っていることを。ノートを探してほしいと頼まれた以上、少しでもノートが見つかる可能性があるなら、そうすべきだと思った。そして、もう一息でいけると確信してしまったのだ。
「確かに今お前はノートを持っていないが、どこかに隠していたり、もう処分してしまったりした可能性が……」
「もうやめよう秋山君」
池澤を追及しようとしたところで福永に止められた。いつもより重い声だった。
「みんな、池澤君が犯人だと決めつけてるみたいだけど、池澤君の言うとおり証拠は何一つないよ。それに、秋山君の言った通りだとしても、とても証拠にはならない。もしかしたら、ここにいない誰かの可能性だって十分にあるし、どこかにまだ落ちてる可能性だって全くない訳じゃない。だから、もうやめよう」
　もうやめよう、と福永は苦しそうに言った。確かにこれ以上追求したところで、水掛け論にしかならない。この程度の盗みは、基本的に現行犯じゃないと捕まらないのだ。熱くなった頭が冷え始める。盗まれたノートを探すことなど、もともと難しい話だったはずだ。それが、とんとん拍子に状況証拠のようなものがそろうから、つい熱くなってしまった。本物の名探偵ならそんなことはしないだろう。確実な証拠を見つけるまで冷静に対処するはずだ。俺は、とても名探偵になんかなれないなと思った。
「今日はこれでお終まいにしよう。みんな僕のノートを探すために残ってもらってありがとう。僕は事務室に行って届けられたノートがないか確認してくるよ」
　誰も何も言わずに教室を後にした。木村も安川さんもそして、池澤も。俺は教室に残り、福永が戻ってくるのを待つことにした。窓を開け、グラウンドを見下ろす。グラウンドは相変わらす部活動に勤しむ生徒で活気づいていた。俺は棒高跳びの練習をしている女生徒をぼんやりと眺めながら、何度も落下するバーの音を聞いた。そのうち、福永が教室に戻ってきて、ノートの落とし物は無かったことを告げた。そうして、この事件は未解決に終わった。

　その後、ノートは見つかることなくテストの日を迎えた。福永は「ノートなんか無くたって平気だよ。問題集とかをしっかり解けば、点数とれるようにテストは作られてるんだから」とノートが無くても余裕そうだった。
　あの日以来、池澤や木村達との仲や空気が悪くなった、というようなことはまるでなかった。もともと、池澤とは悪くなるほど仲の良い奴はこのクラスにはいないし、なにより福永自身が何もなかったかのように振る舞っているので、誰も何も言わずに今まで通り過ごした。それに、みんなテスト勉強で忙しかったのも、その一端を担っているのかもしれない。とにかく、何かあるわけでもなくテストを迎え、そしてテストを終えた。
　あの日、最後まで池澤を追求していればあの事件は解決したのだろうか、と今でも考えることがある。仮に池澤が犯人ではなかったとしても、何か隠しているのは明白だった。しかし、池澤をあれ以上責め立てるための確固たる証拠が無かったのもまた事実だった。やはり、あれが限界だったのだろうか。でも、俺は……。
斜め前の方に座っている池澤見ると同時に、授業開始のチャイムが鳴った。チャイムが鳴り終わってすぐに、数学の教師でもある担任が教室に入ってきた。そして、テストを返却し始めた。
「やばいと思う人は友達に見せてもらって勉強してくださいとは言いましたが、しっかりとしたノートを見せてもらわないと意味ないですね」
　全員にテストを配り終えた後、先生はみんなに向かってそう言った。
「sinA=cosA=tanAなんて憶えている人がいるようですが、これじゃ何も計算できませんよ。赤点だった人は来週追試をするので、正しい式をしっかり復習しておいてください」
　そう言って先生は教科書を開き、次の単元を黒板に板書し始めた。なんなんだその式は。
「てめぇ、ふざけてんじゃねぇぞ！」
　授業が終わり、休憩に入ったところで、クラス中に大声が響き渡った。神谷が池澤の胸ぐらを掴み、揺さぶりながら怒鳴っていた。
「てめぇのノートに書いてあったことは全部うそじゃねぇかよ！　てめぇのせいで追試になっただろーが！　どう責任とるんだ？　あぁ！」
　今にも殴りそうなほどの勢いだ。池澤はただ怯え、何もできずにいる。いったい何があったというのか。すぐに、クラスの数人の男子が止めに入って二人を引きはがした。何が何だかわからず突っ立ていると、近くまで来ていた福永が口を開いた。
「神谷君は僕のノートを見て勉強したみたいだね。やっぱり、あんんなの作らない方がよかったんだろうな」
　福永は苦笑しながら言った。俺は訳が分からず、福永に尋ねた。
「なんだよそれ？」
「うん。あの日無くなったノートは、実は僕がでたらめを書いた偽物の数学のノートだったんだよ。テスト前になるといつも、神谷君にノートを見せてるけど、それに頼って自分じゃほとんどノートとってないみたいだったから、少し痛い目見て自覚してもらおうと思って作ったんだ。ノートを借りに来たら、偽物のノートを渡して、一時間くらい写したら、実は偽物でしたってばらして、本物のノートを見せるつもりだったんだけどね。そうすれば、自分でノートをとる方がいいって気づくかなと思って」
「お前、そのためだけに、偽物のノートを作ったのか？」
　俺はあきれて、そう聞き返してしまった。福永が、なにもそこまでする必要があるのだろうか。
「まぁ、作るのには大して時間かからないし、テスト勉強の息抜きも兼ねて作ってみたんだよね」
まさか、あのノートが偽物だとは思わなかった。そして、そこまでして神谷を更正しようとしたことにはさすがに驚いた。まぁ、今回は強烈な愛の鞭となって、身もテストの点数も真っ赤にしてしまったわけのようだが。
今の話を聞いて、神谷がどうして池澤の胸ぐらに掴みかかったのかを理解するのは難しくなかった。やはり、福永の数学のノートを盗んだのは池澤だったのだ。しかし、その際に盗んだのは本物の数学のノートではなく、偽物のノートだったのである。そして、あろうことかその盗んだノートを我が物顔で神谷に渡したのである。それなら、あの日神谷が福永のノートを借りる気はないと言ったことや、池澤のカバンの中から福永のノートが出てこなかったことにも説明がつく。放課後を迎える前にすでに池澤が神谷にノートを渡していたのだ。盗んだノートをすぐ他人に渡すくらいだから、池澤の目的はノートを盗むことにあったのだろう。ノートがなくなれば、福永のテストの点数が落ちると考えたのかもしれない。また、ノートを神谷に渡したのは、下手に持っていたり、学校で処分するよりは安全だと判断したからだろう。さらに、放課後残ったのは、神谷みたいに疑われるのを避けるためだったと考えられる。そして、神谷からすれば、写すノートは池澤のノートでも十分テスト対策になるし、うるさく言われない分都合が良かったのかもしれない。
「でも、帰りの支度をしてる時に偽物のノートが無いのには焦ったよ。誰かがあれを見て信じちゃったら大変だと思って、秋山君に捜索を頼んだんだ」
　ちょうど自分の中で、あの未解決の事件に説明をつけたところで福永が続けた。まったくおさわがせな奴である。偽物のノートを写させるなんて奇妙な方法で神谷を更正しようとしなければ、こんなことにはならなかったに違いない。こいつは頭がいいくせに、たまに訳の分からないことをする。
　福永と話しているうちに、池澤と神谷の二人は落ち着いたようだ。各々が自分の席についており、クラスの雰囲気も通常のものに戻りつつあった。すると、何を思ったか福永は神谷の席に向かった。俺も慌てて追いかける。
「なんだよ？」
　神谷は落ち着いてはいるものの、やはり不機嫌だった。人のノートを写したとはいえ、赤点をとったのだから仕方がないことなのかもしれない。福永は持っていたノートをおずおずと顔の高さまで持ち上げると、
「神谷君、今回のテスト範囲の分のノートとってないんだよね？　　僕のノート見る？」
　と言った。今手に持っているのはもちろん本物の数学のノートだろう。自らノートを見せると言ったのは福永も責任を感じているからに違いない。神谷は一瞬こちらを睨んだが、すぐにそっぽを向くと、
「これからは自分でノートとるよ。もう誰も信用なんねぇし」
　と、小さく答えた。
